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1　 目　 的

1）研究目的

　東京理科大学川利研 究室で は、サイエ ン ス ・コ

ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 特別演習ゼ ミ と して 「理科大好

き実験教室」 を行 い ，毎週曜 日ご とに異なる学年

の 学習者を研 究室に招き ， 物理 の学習内容を指導

して い る。 著者 らは

　 ・生徒達に物理 を分か りやす く理解 して もらう

　には どの よ うな指導をすれ ばよい の か tt

　 ・授業の 中に実験を取 り人れ る際，どの よ うな

　実験 を どの よ うに して生徒達にみ せ れ ばよい の

　か，取 り組んで もらうの か 。

こ れ らの こ とを明らか にする こ とを目的に研究を

行 っ て い る。

2 ＞本実践の 目的

　本実踐授業で は，高校 の 物理 を履修す る前の 生

徒が，摩擦力に つ い て どの よ うな見方 ・考え方を

して い るの かを調査する こ と，また，自作 した実

験教材を用 い て授業を行い ，授業前と比較 して ，

生徒の 概念に変容がみ られたか を調査す る こ とを

目的としたu

2　 方　法

1）教材の作成

　本実践で は， 2 つ の 実験を行 っ た。

　一
つ 目は静止 摩擦力 と動摩擦力 の どち らが大き

い かを確かめる演示 実験で ある。お もりをばね は

か りで引き，静止 摩擦力 と動摩擦力をそれ ぞれ測

定 した （図 D。

図 1 摩擦力 の 測定実験

　二 っ 1、iは ビー
玉 を用 い た ， 床 とそ の 上 の 物体の

表面を拡大 したモ デル 実験であ るtt プラ ス チ ッ ク

製の ス ノ コ に両面テ
ー

プで ビー玉 を貼 り付けたも

の を長短それ ぞれ
一

つ ずつ 作 り，長 い 方を床，短

い 方を物体と見立て，実験を行 っ た （図 2）。

　等間隔に並ぶ ビー玉 は物体表面 の 分子 をあ らわ

し，静止 して い る ときには こ れ らの 隙間に物体が

かみ合 うの で摩擦力が大 きくなる こ とを説明 で き

る。

　　　 図 2　ビー玉 を用い たモ デル 実験

2）ワ
ー

クシ
ー

トを用 い た授業

　実践で は ワーク シ
ー

トを用 い て 授業を行 っ た 。

静IH摩擦力 と動摩擦力 で は どち らが大き い か を r・

想 させ ，．E記 2 つ の 実験を行 っ た後 ， なぜ動摩擦

力の 方が静止摩擦力よ り小 さくな っ た の か を考察

させ た。

3　 結　果

　本実践は 小 学校 5 ・6 年 生を対象 とし て行 っ た。

実験を行 う前は静 IE摩擦力の 方が 大きい と答えた

生徒は 6名中2 名で あ っ た が
，

実験後は 6 名中 5

名 の 生徒が 「静止 して い る ときは物体 と床がかみ

合 っ て い てすべ りに くい 」 と回答 した。

4　考　察 ・結 論

　物理を学習する前，生徒は摩擦力には静 1「：摩擦

力と動摩擦力 の 2 種類があるとい うこ とをまだ知

っ て い な い な ど，口常生活の 中で科学的で は ない

概念を形成 し て い る と言えるの で はなか ろ うか。

　今回行 っ た実験によ っ て ，
こ の よ うな，生徒の

目常生活の 中で構成され た概念を摩擦力 に 関する

妥当な科学的概念 へ と変容させ る こ とが で きた 。
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